
JVCでは、不要になった切⼿やハガキ、旅先で余った外国のお⾦、

商品券、アクセサリーなども集めています。

読み終わった本やCDなども集めており、⼤きな⽀援になっています。

⾝の回りに、もう要らなくなったモノはありませんか？

コレクターや業者の⽅に買い取っていただくことで、様々なものがお⾦

に変わり、世界の⼈々の⽀援につながります。⼤掃除やお部屋の整理

などで出てきた不⽤品で、ぜひご協⼒いただければ幸いです。

物品⽀援のウェブサイトに、ご協⼒くださった企業・団体・学校等のお名前を

掲載させていただいています。もしご掲載を希望いただける場合は、

以下の物品⽀援係までご⼀報いただければ⼤変幸いです。

本は送料無料

でも送れます
！

書き損じた

官製はがき

使⽤済み・

未使⽤の切⼿

未使⽤の

テレホンカード

ビール券など

⾦券・商品券

外国のお⾦

紙幣・コイン

貴⾦属や腕時計

アクセサリー

⾃宅や職場からモノを送る

海外⽀援にご協⼒ください

捨てな
いで！

◆こんなものが⽀援にかわります◆

◆送り先： 特定⾮営利活動法⼈⽇本国際ボランティアセンター（JVC）

〒110-8605 東京都台東区上野5-22-1 東鈴ビル4F

　　　　　　　JVC物品⽀援係
TEL：03-3834-2388 ／ FAX：03-3835-0519 ／ mono@ngo-jvc.net

https://donation.ngo-jvc.net/monokifu  ※送料のご負担をお願いします

エコな取り組みです

◆ウェブサイトにお名前を掲載させていただけませんか？

壊れていてもOK

そのほか、書籍やCD、

DVDなども集めています！

「JVC モノを送る」で検索

「もったいない」が、実は

⼤きな⼒になります。

詳しくは…

※要ウェブ申込

202206



　ガザ地区は14年間にわたる封鎖の悪影響で貧困が進み、

貧⾎・くる病など、⼦どもの栄養失調の問題が深刻です。

　JVCは現地NGOと協⼒し、地域の⼦ども栄養・発達アドバ

イザーを育成。情勢がきびしい中でも、⾃分たちの⼒で⼦ども

たちの健やかな成⻑を守りたいと願う⼥性たちを中⼼に、⼦

どもたちの栄養状態を保護者やクリニック、地域の⼤⼈たちと

⼀緒に改善しています。

◆JVCとは？

⽇本国際ボランティアセンター（JVC）は、1980年

からアジア・アフリカ・中東・⽇本の6カ国・地域で活

動している国際協⼒NGOです。

世界中で困難な状況におかれた⼈々の暮らしを⽀え

ながら、⼈々の声を政府・国際機関に届け、世界の問

題をなくすための提⾔活動を続けています。

◆どんな⽀援につながるの？

　⼤⼈の5⼈に1⼈がHIVに感染している南アフリカ。

　エイズで親を亡くすなど、困難な家庭環境下にある⼦ども

たちに、JVCは「菜園づくり」研修を⾏っています。

　栄養いっぱいの給⾷にもなり、⾷べものを⼼配せずにすむ

暮らしにつながります。「⾃分で作ったものがセンターの給⾷

に使われ、⾷べるのが楽しみ」といい、熱⼼に菜園の管理をす

る⼦どもたちです。

◆南アフリカでは…

◆パレスチナでは…

使⽤済み切⼿6.5kgが集まれば、10,000円に変わりま

す。この⽀援で、⻘少年1⼈が、⾷べものをつくるための菜

園づくり研修を1年間受けることができます。

ハガキ25枚分（1,500円）の⽀援で、栄養失調の⼦ども

1⼈がクリニックへ通うための交通費がまかなえます。

◆不⽤品はどうやって⽀援に変わるの？

　動画で詳しく紹介中！
「JVC モノを送る」でYouTube検索

収集家の買い取り価格の例：

●使⽤済み切⼿…10kgごとに約15,000円

●外国硬貨…20㎏ごとに約35,000円　など

例えばハガキは郵便局に持ち込み、切⼿に換えた後に、換⾦していま

す。外国硬貨や紙幣は⼀部を円に両替するほか、まとめて収集家の

⽅に買い取っていただきます（事業地の貨幣はそのまま現地で使わ

せていただくことも）。その他の物品は⾦券ショップに持ち込んだり、

収集家の⽅に購⼊いただいたりすることで、資⾦に変わります。

2021年度は、全国から約1万件が届き

約2,500万円分の⽀援に変わりました！


